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―
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た

ま
き
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る

た
ま

き
は

る
た

ま
き

は
る

た
ま

き
は

る
    宇宇 宇宇 う智智 智智 ちのの のの

大大 大大 おほ野野 野野 のにに にに     
馬馬 馬馬 うま並並 並並 なめ

て
め

て
め

て
め

て
    

朝朝 朝朝 あさ踏踏 踏踏 ふま
す

ら
む

ま
す

ら
む

ま
す

ら
む

ま
す

ら
む     

そのその その
その

草草 草草 くさ深深 深深 ふか野野 野野 の          
       

     
     
         （

間
人

老

はしひとのおゆ 
巻

一
―

四
）     

【現代語訳】霊魂れいこんのきわまる命うち、その「うち」ではないが、宇う智ち

の広々ひろびろとした野のに馬うまを連つらねて、朝あさ、踏ふんでいらっし

ゃることでしょう。その草くさ深ぶかき野のよ。 ※宇智＝奈良県五條市の辺り 

【漢字本文】玉尅春 内乃大野尒 馬數而 朝布麻須等六 其草

深野 
 ２２ ２２ 

熟熟 熟熟 にき田津田津 田津
田津 たつにに にに     

船船 船船 ふな乗乗 乗乗 のりせむと
りせむと
りせむと
りせむと     

月月 月月 つき待待 待待 まてばてば てば
てば     

潮潮 潮潮 しほもかなひぬ
もかなひぬ
もかなひぬ
もかなひぬ     

今今 今今 いまはは はは 漕漕 漕漕 こぎぎ ぎぎ 出出 出出 いでなでな でな
でな

 
 

 
 

 
 

（
額

田
王

ぬかたのおおきみ 
巻

一
―

八
）

    

【現代語訳】熟にき田た津つに船ふな出でをしようと月つきを待まっていると、潮流ちょうりゅう

もちょうどよくなった。さあ、今いまこそ漕こぎ出だそう。 

※熟田津＝現在の愛媛県にあった古代の港    

【漢字本文】�田津尒 船乗世武登 月待者 潮毛可奈比沼 今

者許藝乞菜 

    

３３ ３３
    

あ
か

ね
さ

す
あ

か
ね

さ
す

あ
か

ね
さ

す
あ

か
ね

さ
す

    
紫

野
紫

野
紫

野
紫

野

むらさきの行行 行行
きき きき

    
標標 標標 しめ野野 野野 の行行 行行

きき きき
    

野野 野野 の守守 守守 もりはは はは
見見 見見

ず
や

ず
や

ず
や

ず
や     

君君 君君 きみがが がが
袖袖 袖袖 そで振振 振振 ふるる るる       

       
 

 
 

 （
額

田
王

ぬかたのおおきみ 
巻

一
―

二
〇

）     

【現代語訳】あかね色いろをおびるムラサキの禁きん園えんを行ゆき来きしなが

ら、野のの番人ばんにんが見みはしないでしょうか。あなたは袖そで

をお振ふりになる。     ※袖を振る＝愛情を示す動作 

【漢字本文】茜草指 武良前野逝 標野行 野守者不見哉 君之

袖布流 

    ４４ ４４     よきよき よき
よき

人人 人人 ひとのの のの     よしとよく
よしとよく
よしとよく
よしとよく 見見 見見 みてて てて     よしと

よしと
よしと
よしと 言言 言言 いひしひし ひし

ひし     吉野吉野 吉野
吉野 よしのよくよく よく

よく 見見 見見 み

よよ よよ     よきよき よき
よき

人人 人人 ひとよくよく よく
よく 見見 見見 みつつ つつ       

  
 

 （
天

武
天

皇

てんむてんのう 
 

巻
一

―
二

七
）     

【現代語訳】りっぱな人ひとがよい所ところとしてよく見みて「よし」とい

った。この吉野よしのをよく見みるがいい。りっぱな人ひともよ

く見みたことだ。   ※吉野＝奈良県吉野郡吉野町の一帯 

【漢字本文】淑人乃 良跡吉見而 好常言師 芳野吉見与 良人

四来三 
    ５５ ５５     

采采 采采 うね女女 女女 めのの のの     
袖袖 袖袖 そで吹吹 吹吹 ふき

か
へ

す
き

か
へ

す
き

か
へ

す
き

か
へ

す
    明日香

明日香
明日香
明日香

あすか風風 風風 かぜ    都都 都都 とをを をを
遠遠 遠遠 とほみみ みみ     い

た
づ

い
た

づ
い

た
づ

い
た

づ
らにらに らに
らに 吹吹 吹吹 ふくく くく 

 
 

 
 

 
 

 
 

 （
志

貴
皇

子

しきのみこ 
巻

一
―

五
一

）     
【現代語訳】宮廷きゅうていに仕つかえる美うつくしい女じょ性せいたちの袖そでを吹 ふき

ひ
る

が
え

す
明

日
香

あすかの
風 かぜ。

今 いまは
都 みやこが

遠 とおい
の

で
、

空 むなし
く



吹 ふい
て

い
る

。
 

【漢字本文】婇女乃 袖吹反 明日香風 京都乎遠見 無用尒布久 

    ６６ ６６
    

巨巨 巨巨 こ勢勢 勢勢 せ山山 山山 やまのの のの
    

つ
ら

つ
ら

つ
ら

つ
ら

つ
ら

つ
ら

つ
ら

つ
ら

椿椿 椿椿 つばき    
つ

ら
つ

ら
に

つ
ら

つ
ら

に
つ

ら
つ

ら
に

つ
ら

つ
ら

に
    

見見 見見 みつ
つ

つ
つ

つ
つ

つ
つ

思思 思思 しのは
な

は
な

は
な

は
な     

巨勢巨勢 巨勢
巨勢 こせのの のの

春春 春春 はる野野 野野 のをを をを 
 

 
 

 
 

 （
坂

門

さかとの人
足

ひとたり 
巻

一
―

五
四

）     

【現代語訳】巨こ勢せ山やまのつらつら椿つばきを、その名なのとおりつらつら

と見みては愛めでたいものだ。巨勢こせの春はるの野のを。  
※巨勢山＝奈良県御所市古瀬周辺の山 

【漢字本文】巨勢山乃 列
〻椿

 都良
〻
〻
尒

 見乍思
奈 許

 
湍乃春野

乎
 

    ７７ ７７     わ
れ

は
も

や
わ

れ
は

も
や

わ
れ

は
も

や
わ

れ
は

も
や

    
安安 安安 やす見見 見見 み児児 児児 こ得得 得得 えた

りたり
た

り
た

り
    

皆
人

皆
人

皆
人

皆
人

みなひとのの のの     得得 得得 え難難 難難 かてに
す

と
い

ふ
に

す
と

い
ふ

に
す

と
い

ふ
に

す
と

い
ふ     

安安 安安 やす見見 見見 み児児 児児 こ得得 得得 えたりたり たり
たり

 
 

 
 

 
 （

藤
原

鎌
足

ふじわらのかまたり 
巻

二
―

九
五

）     

【現代語訳】私わたしはああ、安見児やすみこを手てに入いれた。宮廷きゅうていの人々ひとびとがみ

な得えられなかったという安見児やすみこを手てに入いれた。 

【漢字本文】吾者毛也 安見兒得有 皆人乃 得難尒為云 安見

兒衣多利 
 ８８ ８８

    
あ

し
ひ

き
の

あ
し

ひ
き

の
あ

し
ひ

き
の

あ
し

ひ
き

の
    

山山 山山 やまの
し

づ
く

に
の

し
づ

く
に

の
し

づ
く

に
の

し
づ

く
に

    
妹妹 妹妹 いも待待 待待 まつ

と
つ

と
つ

と
つ

と
    

わ
がわが

わ
が

わ
が

立立 立立 たちち ちち 濡濡 濡濡 ぬれれ れれ
しし しし     

山山 山山 やまのしづくに
のしづくに
のしづくに
のしづくに

 
 

 
 

 （
大

津
皇

子

おおつのみこ 
巻

二
―

一
〇

七
）     【現代語訳】あしひきの山やまの雫しずくに恋人こいびとを待まって私わたしは立たちつづけ

て濡ぬれてしまった。山やまの雫しずくに。 

【漢字本文】足
日

木
乃

 
山

之
四

付
二

 
妹

待
跡

 
吾

立
所

沾
 

山
之

四
附

二
 

    ９
 

磐
代

磐
代

磐
代

磐
代

いはしろのの のの     
浜

松
浜

松
浜

松
浜

松

はままつがが がが 枝枝 枝枝 えをを をを     引引 引引 ひきき きき
結結 結結 むすびび びび     真真 真真 ま幸幸 幸幸 さきくあらば

くあらば
くあらば
くあらば     またまた また

また
還還 還還 かへりり りり 見見 見見 みむむ むむ 

 
 

 
 

 
 

 
（

有
間

皇
子

ありまのみこ 
巻

二
―

一
四

一
）     

【現代語訳】磐代いわしろの浜はまの松まつの枝えだを引ひき結むすんで、もし無事ぶじであった

ら、また繰くり返かえし見みることだろう。 ※磐代＝和歌山県日高郡みなべ町 

【漢字本文】磐白乃 濱松之枝乎 引結 真幸有者 亦還見武 
    

10 
秋

山
秋

山
秋

山
秋

山

あきやまのの のの     黄葉黄葉 黄葉
黄葉 もみちをを をを

茂茂 茂茂 しげみみ みみ     
迷迷 迷迷 まとひ

ぬ
る

ひ
ぬ

る
ひ

ぬ
る

ひ
ぬ

る
    

妹妹 妹妹 いもをを をを
求求 求求 もとめ

むめむ
め

む
め

む
    

山山 山山 やま道道 道道 ぢ

知知 知知 しらずも
らずも
らずも
らずも

 
 

 
 

 
 

（
柿

本
人

麻
呂

かきのもとのひとまろ 
巻

二
―

二
〇

八
）     

【現代語訳】秋山あきやまのもみじが繁しげっているので、道みちに迷まよってしまっ

た妻つまを探さがそうにも、山道やまみちを知しらないことだ。 

【漢字本文】秋山之 黄葉乎茂 迷流 妹乎将求 山道不知母 

    
11 

淡海淡海 淡海
淡海 あふみのの のの

海海 海海 うみ    
夕

波
夕

波
夕

波
夕

波

ゆふなみ千千 千千 ち鳥鳥 鳥鳥 どり    
汝汝 汝汝 ながが がが

鳴鳴 鳴鳴 なけ
ば

け
ば

け
ば

け
ば

    
情情 情情 こころも

し
の

に
も

し
の

に
も

し
の

に
も

し
の

に
古古 古古 いにしへ思思 思思 おもほゆほゆ ほゆ

ほゆ
 

 
 

 
 （

柿
本

人
麻

呂

かきのもとのひとまろ 
巻

三
―

二
六

六
）     



【現代語訳】近江おうみの海うみの夕ゆう波なみを飛とぶ千ち鳥どりよ、お前まえが鳴なくと心こころも

萎しなえるように昔むかしのことが思おもわれる。 ※淡海の海＝琵琶湖 

【漢字本文】淡海乃海 夕浪千鳥 汝鳴者 情毛思努尒 古所念    

    

12121212    田児田児 田児
田児 たごのの のの

浦浦 浦浦 うらゆゆ ゆゆ     うちうち うち
うち 出出 出出 いでてでて でて

でて 見見 見見 みればれば れば
れば     真真 真真 ま白白 白白 しろにそにそ にそ

にそ     不不 不不 ふ尽尽 尽尽 じのの のの
高高 高高 たか

嶺嶺 嶺嶺 ねにに にに     
雪雪 雪雪 ゆきはは はは 降降 降降 ふりける

りける
りける
りける

 
 

（
山

部
赤

人

やまべのあかひと 
巻

三
―

三
一

八
）     

【現代語訳】田児たごの浦うらを通とおって出でて見みると、まっ白しろに富ふ士じ山さんの

頂いただきに雪ゆきが積つもっていたことだ。 
※田児の浦＝静岡県の駿河湾に面する海岸 

【漢字本文】田兒之浦従 打出而見者 真白衣 不盡能高嶺尒 

雪波零家留 
    

13 
あ

を
に

よ
し

あ
を

に
よ

し
あ

を
に

よ
し

あ
を

に
よ

し     寧寧 寧寧 な楽楽 楽楽 らのの のの 京師京師 京師
京師 みやこはは はは     咲咲 咲咲 さくく くく

花花 花花 はなのの のの     
薫薫 薫薫 にほふ

が
ごとく

ふ
が

ごとく
ふ

が
ごとく

ふ
が

ごとく     
今今 今今 いま盛盛 盛盛 さかりなり

りなり
りなり
りなり

 
 

 
 

 
 

 
 （

小
野

老

おののおゆ 
巻

三
―

三
二

八
）     

【現代語訳】青あお丹にも美うつくしい奈な良らの都みやこは、咲さきほこる花はなのかがや

くように、今いまが盛さかりだ。 

【漢字本文】青丹吉 寧樂乃京師者 咲花乃 薫如 今盛有 
    

14 
藤

波
藤

波
藤

波
藤

波

ふぢなみのの のの
    

花花 花花 はなはは はは
盛盛 盛盛 さかり

に
り

に
り

に
り

に
    

な
り

に
け

り
な

り
に

け
り

な
り

に
け

り
な

り
に

け
り

    
平城平城 平城
平城 ならのの のの

京京 京京 みやこをを をを     

思思 思思 おもほすや
ほすや
ほすや
ほすや

君君 君君 きみ        
    
    
        （

大
伴

四
綱

おおとものよつな 
巻

三
―

三
三

〇
） 

【現代語訳】藤ふじの花はなが波なみうって盛さかりになったなあ。奈良ならの都みやこを

恋こいしくお思おもいでしょうか、あなた。 

【漢字本文】藤浪之 花者盛尒 成来 平城京乎 御念八君 

    

15 
験験 験験 しるしな

き
な

き
な

き
な

き
    

物物 物物 ものをを をを
思思 思思 おもは

ず
は

は
ず

は
は

ず
は

は
ず

は
    

一
坏

一
坏

一
坏

一
坏

ひとつきのの のの
    

濁濁 濁濁 にごれ
る

れ
る

れ
る

れ
る

酒酒 酒酒 さけをを をを
    飲飲 飲飲 の

むべくあるらし
むべくあるらし
むべくあるらし
むべくあるらし    

   
   
       （

大
伴

旅
人

おおとものたびと 
巻

三
―

三
三

八
）     

【現代語訳】考かんがえても仕し方かたない物もの思おもいをしないで、一杯いっぱいの濁にごり

酒さけを飲のむのがよいらしい。 

【漢字本文】驗無 物乎不念者 一坏乃 濁酒乎 可飲有良師 

    

16 
世

間
世

間
世

間
世

間

よのなかはは はは
    

空空 空空 むなし
き

も
の

と
し

き
も

の
と

し
き

も
の

と
し

き
も

の
と

    
あ

ら
む

と
そ

あ
ら

む
と

そ
あ

ら
む

と
そ

あ
ら

む
と

そ
    

こ
の

こ
の

こ
の

こ
の

照照 照照 てるる るる
月月 月月 つきはは はは     

満満 満満 みちち ちち 闕闕 闕闕 かけしける
けしける
けしける
けしける                     （

作
者

未
詳

 
巻

三
―

四
四

二
）     

【現代語訳】世よの中なかは空むなしいものだ、それを示しめして、この輝かがやく

月つきも満みち欠かけするのだなあ。 

【漢字本文】世間者 空物跡 将有登曽 此照月者 滿闕為家流 
    

17 
みみ みみ 熊野熊野 熊野

熊野 くまののの のの     
浦浦 浦浦 うらのの のの

浜浜 浜浜 はま木木 木木 ゆ綿綿 綿綿 ふ    百重百重 百重
百重 ももへな

すなす
な

す
な

す
    

心心 心心 こころはは はは 思思 思思 もへ
どへど

へ
ど

へ
ど

    
直直 直直 ただ

にに にに 逢逢 逢逢 あはぬかも
はぬかも
はぬかも
はぬかも       

          （
柿

本
人

麻
呂

かきのもとのひとまろ 
巻

四
―

四
九

六
）     

【現代語訳】神聖しんせいな熊野くまのの浦うらの浜木綿はまゆうのように、幾重いくえにも心こころに



思おもうけれど、直ちょく接せつは逢あえないことだ。 

【漢字本文】三熊野之 浦乃濱木綿 百重成 心者雖念 直不相鴨 

    

18 
に

ほ
に

ほ
に

ほ
に

ほ
鳥鳥 鳥鳥 どりのの のの

    
潜潜 潜潜 かづくく くく

池池 池池 いけ水水 水水 みづ    
情情 情情 こころあ

ら
ば

あ
ら

ば
あ

ら
ば

あ
ら

ば
    

君君 君君 きみに
わ

が
に

わ
が

に
わ

が
に

わ
が

恋恋 恋恋 こいふ
る

ふ
る

ふ
る

ふ
る

情情 情情 こころ示示 示示 しめさ
ねさね

さ
ね

さ
ね       

  
（

大
伴

おおともの坂
上

郎
女

さかのうえのいらつめ 
巻

四
―

七
二

五
）     

【現代語訳】鳰にお鳥どりが水みずに潜もぐる池いけの水みずよ。心こころがあるならば天皇てんのうへ

の私わたしの思おもいを示しめしておくれ。表おもてに見みえなくても底そこ

深ふかくある、お前まえと同おなじ私わたしの心こころを。 

【漢字本文】二寳鳥乃 潜池水 情有者 君尒吾戀 情示左祢 
    

19 
龍龍 龍龍 たつのの のの 馬馬 馬馬 まもも もも     

今今 今今 いまもも もも 得得 得得 えてて てて し
かしか

し
か

し
か

    あ
を

に
よ

し
あ

を
に

よ
し

あ
を

に
よ

し
あ

を
に

よ
し

    奈良奈良 奈良
奈良 ならのの のの

都都 都都 みやこにに にに     
行行 行行 いきてきて きて

きて 来来 来来 こむむ むむ
為為 為為 ため                    （

大
伴

旅
人

おおとものたびと 
巻

五
―

八
〇

六
）     

【現代語訳】天てん空くうを駆かける龍たつの馬うまも今いまは欲ほしいものだ。美うつくしい

奈良ならの都みやこに行いって帰かえるために。 

【漢字本文】多都能馬母 伊麻勿愛弖之可 阿遠尒与志 奈良乃

美夜古尒 由吉帝己牟丹米 
    

20 
春春 春春 はるさ

れ
ば

さ
れ

ば
さ

れ
ば

さ
れ

ば
    

木木 木木 こ末末 末末 ぬれ隠隠 隠隠 がくれ
て

れ
て

れ
て

れ
て

    
鶯鶯 鶯鶯 うぐひすそそ そそ

    
鳴鳴 鳴鳴 なき

て
き

て
き

て
き

て
去去 去去 いぬ

な
る

ぬ
な

る
ぬ

な
る

ぬ
な

る     
梅梅 梅梅 うめがが がが 下枝下枝 下枝

下枝 しづえにに にに       
              （

山
口

若
麻

呂

やまぐちのわかまろ 
巻

五
―

八
二

七
）

    

【現代語訳】春はるになると梢こずえでは花はなに姿すがたが隠かくれてしまって、ウグ
イスは、鳴なき移うつるようだ。梅うめの下枝したえだの方ほうに。 

【漢字本文】波流佐礼婆 許奴礼我久礼弖 宇具比須曽 奈岐弖

伊奴奈流 烏梅我志豆延尒 

    

21 
ぬばたまの
ぬばたまの
ぬばたまの
ぬばたまの     夜夜 夜夜 よのの のの 更更 更更 ふけぬれば

けぬれば
けぬれば
けぬれば     

久久 久久 ひさ木木 木木 き生生 生生 おふるふる ふる
ふる     

清清 清清 きよきき きき
川川 川川 かは原原 原原 ら

にに にに     千千 千千 ち鳥鳥 鳥鳥 どりしばしば しば
しば 鳴鳴 鳴鳴 なくく くく             （

山
部

赤
人

やまべのあかひと 
巻

六
―

九
二

五
）     

【現代語訳】ヌバタマの実みのように黒くろい夜よるがふけると、久木ひさきの生は

える清きよらかな川かわ原らに千鳥ちどりがしきりに鳴なくことだ。 

【漢字本文】烏玉之 夜乃深去者 久木生留 清河原尒 知鳥數鳴 

    

22 
玉玉 玉玉 たま藻藻 藻藻 も刈刈 刈刈 かるる るる

    
辛辛 辛辛 から荷荷 荷荷 にのの のの

島島 島島 しまにに にに
    

島島 島島 しま廻廻 廻廻 みす
る

す
る

す
る

す
る

    
鵜鵜 鵜鵜 うに

し
も

あ
れ

や
に

し
も

あ
れ

や
に

し
も

あ
れ

や
に

し
も

あ
れ

や     
家家 家家 いえ思思 思思 おもはざらむ

はざらむ
はざらむ
はざらむ           

          （
山

部
赤

人

やまべのあかひと 
巻

六
―

九
四

三
）     

【現代語訳】美うつくしい藻もを刈かるという辛から荷にの島しまをめぐり飛とぶ鵜うだ

からといって、家いえを思おもわないことがあるだろうか。 

※辛荷の島＝兵庫県たつの市室津の南に浮かぶ島 

【漢字本文】玉藻苅 辛荷乃嶋尒 嶋廻為流 水烏二四毛有哉 

家不念有六 
    

23 
ぬ

ば
た

ま
の

ぬ
ば

た
ま

の
ぬ

ば
た

ま
の

ぬ
ば

た
ま

の
    夜 よ霧 ぎりのの のの 立立 立立 たち

てちて
ち

て
ち

て
    お

ほ
ほ

し
く

お
ほ

ほ
し

く
お

ほ
ほ

し
く

お
ほ

ほ
し

く
    照照 照照 てれ

るれる
れ

る
れ

る
月夜月夜 月夜
月夜 つくよ

のの のの     
見見 見見 み ればれば れば

れば
悲悲 悲悲 かなしきしき しき

しき（
大

伴

おおともの坂
上

郎
女

さかのうえのいらつめ 巻六―九八二） 



【現代語訳】ヌバタマの実みのように暗くらい夜よるに霧きりが立たって、ぼんや

りと照てっている月つきを見みるともの悲がなしいことだ。 

【漢字本文】烏玉乃 夜霧立而 不清 照有月夜乃 見者悲沙 

    

24 
振 ふり仰 さけ

てけて
け

て
け

て
    

若
月

みかづき見見 見見 みれ
ばれば

れ
ば

れ
ば

    一目一目 一目
一目 ひとめ見見 見見 みしし しし     

人人 人人 ひとのの のの
眉

引

まよびき    
思思 思思 おもほほ ほほ

ゆるかも
ゆるかも
ゆるかも
ゆるかも                 

    
    
    （

大
伴

家
持

おおとものやかもち 
巻

六
―

九
九

四
）     

【現代語訳】空そら遠とおくふり仰あおいで三日月みかづきを見みると、一目ひとめだけ見みた女ひと

の細ほそく美うつくしい眉まゆが思おもわれることだ。 

【漢字本文】振仰而 若月見者 一目見之 人乃眉引 所念可聞 
    

25 
天 あめのの のの

海海 海海 うみにに にに     
雲雲 雲雲 くものの のの

波波 波波 なみ立立 立立 たちち ちち     
月月 月月 つきのの のの

船船 船船 ふね    
星星 星星 ほしのの のの

林林 林林 はやしにに にに     漕漕 漕漕 こぎぎ ぎぎ
隠隠 隠隠 かくるる るる 見見 見見 みゆゆ ゆゆ             （

柿
本

人
麻

呂

かきのもとのひとまろ歌
集

かしゅう 
巻

七
―

一
〇

六
八

）     

【現代語訳】天上てんじょうの海うみには雲くもの波なみが立たち、月つきの船ふねが星ほしの林はやしに漕こ

ぎ隠かくれていくのが見みえる。 

【漢字本文】天海丹 雲之波立 月船 星之林丹 榜隠所見 
 

26 
海海 海海 うな原原 原原 はらのの のの     

道道 道道 みち遠遠 遠遠 とほみ
か

も
み

か
も

み
か

も
み

か
も

    
月月 月月 つく読読 読読 よみのの のの     光光 光光 すす すす

ひかりく
な

き
く

な
き

く
な

き
く

な
き

    夜夜 夜夜 よはは はは 更更 更更 ふ
けにつつ
けにつつ
けにつつ
けにつつ               

            
  （

作
者

さくしゃ未
詳

みしょう 
巻

七
―

一
〇

七
五

） 

【現代語訳】はるかにやって来きた海上かいじょうの道みちが遠とおいからかなあ、

月つきの光ひかりのかすかな夜よるはふけていくことだ。 
【漢字本文】海原之 道遠鴨 月讀 明少 夜者更下乍 

    
27 あしひきの

あしひきの
あしひきの
あしひきの     

山
川

山
川

山
川

山
川

やまがはのの のの 瀬瀬 瀬瀬 せのの のの     響響 響響 なるなへに
るなへに
るなへに
るなへに     弓弓 弓弓 ゆ月月 月月 つきがが がが

嶽嶽 嶽嶽 たけにに にに         
雲雲 雲雲 くも立立 立立 たちち ちち

渡渡 渡渡 わたるる るる         （
柿

本
人

麻
呂

かきのもとのひとまろ歌
集

かしゅう 
巻

七
―

一
〇

八
八

） 
【現代語訳】あしひきの山川やまかわの瀬せの音おとが激はげしく響ひびくにつれて、弓ゆ

月つきが岳たけに雲くもの立たち渡わたるのが見みえる。 
※弓月が嶽＝現在の奈良県桜井市巻向の辺り    

【漢字本文】足引之 山河之瀬之 響苗尒 弓月髙 雲立渡 

 
28 

石石 石石 いはば
し

る
ば

し
る

ば
し

る
ば

し
る

    
垂垂 垂垂 たる水水 水水 みのの のの

上上 上上 うへのの のの
    

ささ ささ
蕨蕨 蕨蕨 のの のの

わらび    
萌萌 萌萌 もええ ええ

出出 出出 いづ
る

づ
る

づ
る

づ
る

春春 春春 はるにに にに     
なりにけるかも
なりにけるかも
なりにけるかも
なりにけるかも                 （

志
貴

皇
子

しきのみこ 
巻

八
―

一
四

一
八

） 

【現代語訳】岩いわの上うえをほとばしる滝たきのほとりのワラビがめばえる 

春はるに、ああなったことだ。 

【漢字本文】石激 垂見之上乃 左和良妣乃 毛要出春尒 成来鴨 

 
29 

秋秋 秋秋 あきのの のの 野野 野野 のにに にに     咲咲 咲咲 さきたる
きたる
きたる
きたる

花花 花花 はなをを をを     
指

折
指

折
指

折
指

折

およびをりり りり     かきかき かきかき
数数 数数 かぞふれば

ふれば
ふれば
ふれば     

七七 七七 なな

種種 種種 くさのの のの
花花 花花 はな      

      
      
      （

山
上

憶
良

やまのうえのおくら 
巻

八
―

一
五

三
七

）
 

【現代語訳】秋あきの野のに咲さいている花はなを指ゆびを折おって数かぞえると、次つぎの

七なな種類しゅるいの花はなが美うつくしい。 

【漢字本文】秋野尒 咲有花乎 指折 可伎數者 七種花 



30 
秋秋 秋秋 あき萩萩 萩萩 はぎのの のの     散散 散散 ちりのまがひに

りのまがひに
りのまがひに
りのまがひに     呼呼 呼呼 よびび びび 立立 立立 たてててて てて

てて     鳴鳴 鳴鳴 なくなる
くなる
くなる
くなる

鹿鹿 鹿鹿 しかのの のの
声声 声声 こゑのの のの

遙遙 遙遙 はるけさけさ けさ
けさ      

     
     
     （

湯
原

王

ゆはらのおおきみ 
巻

八
―

一
五

五
〇

）     

【現代語訳】秋あき萩はぎの散ちり乱みだれる中なかにまぎれて、妻つまを呼よび立たてて鳴な

くらしい鹿しかの声こえがはるかなことよ。 

【漢字本文】秋芽之 落乃乱尒 呼立而 鳴奈流鹿之 音遙者 

 
31313131    

夕夕 夕夕 ゆふ月月 月月 づく夜夜 夜夜 よ    心心 心心 もも もも

こころし
の

に
し

の
に

し
の

に
し

の
に

    
白白 白白 しら露露 露露 つゆのの のの     置置 置置 おく

こ
の

く
こ

の
く

こ
の

く
こ

の
庭庭 庭庭 にはにに にに     

蟋
蟀

蟋
蟀

蟋
蟀

蟋
蟀

こほろぎ

鳴鳴 鳴鳴 なく
もくも

く
も

く
も

  
  

   
  

  
   

  
  

   
  

  
   

（
湯

原
王

ゆはらのおおきみ 
巻

八
―

一
五

五
二

）     

【現代語訳】夕ゆう月づきの照てる夜よる、心こころも萎なえるように白しら露つゆの置おくこの

庭にわに、コオロギが鳴なくことよ。 

【漢字本文】暮月夜 心毛思努尒 白露乃 置此庭尒 蟋蟀鳴毛 

    
32323232    

明日明日 明日
明日 あす香香 香香 か川川 川川 がは    

行行 行行 ゆきき きき
廻廻 廻廻 みるる るる

丘丘 丘丘 をかのの のの
    

秋秋 秋秋 あき萩萩 萩萩 はぎはは はは
    

今今 今今 け日日 日日 ふ降降 降降 ふるる るる
雨雨 雨雨 あめにに にに     

散散 散散 ちりかりか りか
りか 過過 過過 すぎなむ

ぎなむ
ぎなむ
ぎなむ    

   
   
       （

丹
比

国
人

たじひのくにひと 
巻

八
―

一
五

五
七

）     

【現代語訳】明あ日す香か川がわが流ながれめぐる丘おかの秋あき萩はぎは、今日きょう降ふる雨あめに散ち

ってしまっただろうか。 

※明日香川＝高取山～明日香村内～藤原京方面へと流れて大和川に注ぐ 

【漢字本文】明日香河 逝廻丘之 秋芽子者 今日零雨尒 落香

過奈牟 

    

33333333    
あ

し
ひ

き
の

あ
し

ひ
き

の
あ

し
ひ

き
の

あ
し

ひ
き

の
    

山山 山山 やまのの のの
黄

葉
黄

葉
黄

葉
黄

葉

もみちば    
今今 今今 こ夜夜 夜夜 よひも

か
も

か
も

か
も

か
    
浮浮 浮浮 うかび

ゆ
く

ら
む

び
ゆ

く
ら

む
び

ゆ
く

ら
む

び
ゆ

く
ら

む     
山山 山山 やま川川 川川 がはのの のの 瀬瀬 瀬瀬 せにに にに     

    
    
        （

大
伴

書
持

おおとものふみもち 
巻

八
―

一
五

八
七

）     

【現代語訳】あしひきの山やまのもみじは、今夜こんやも浮うかび流ながれゆくだ

ろうか。山川やまかわの瀬せに。 

【漢字本文】足引乃 山之黄葉 今夜毛加 浮去良武 山河之瀬尒 

    
34343434    

も
も

し
き

の
も

も
し

き
の

も
も

し
き

の
も

も
し

き
の

    
大大 大大
宮宮 宮宮

人人 人人

おほみやびとはは はは
    
暇暇 暇暇 ああ ああ

いとまれ
や

れ
や

れ
や

れ
や

    
梅梅 梅梅 うめをを をを

插頭插頭 插頭
插頭 かざし

て
し

て
し

て
し

て     
ここに
ここに
ここに
ここに

集集 集集 つどへるへる へる
へる        

   
   
       （

作
者

さくしゃ未
詳

みしょう 
巻

十
―

一
八

八
三

）     

【現代語訳】ももしきの大宮人おおみやひと（宮廷きゅうていに仕つかえる人ひと）は時間じかんがあ

るからだろうか、梅うめを髪かみに挿さしてここに集つどっている

なあ。         ※「野遊び」をテーマとした歌 

【漢字本文】百礒城之 大宮人者 暇有也 梅乎插頭而 此間集有 

 
35353535 

春春 春春 はる楊楊 楊楊 やなぎ葛葛 葛葛
城城 城城

かづらき山山 山山 やまにに にに     たつたつ たつ
たつ

雲雲 雲雲 くものの のの     立立 立立 たちても
ちても
ちても
ちても 坐坐 坐坐 ゐてもても ても

ても     
妹妹 妹妹 いもをを をを

しそしそ しそ
しそ

思思 思思 おもふふ ふふ         （
柿

本
人

麻
呂

かきのもとのひとまろ歌
集

かしゅう 巻十一―二四五三）     

【現代語訳】春はるの楊やなぎを蘰かずら（髪飾かみかざり）にするという葛城山かつらぎやまにわ

き立たつ雲くものように、立たっても座すわっていても（何なにをし

ていても）妻つまのことばかりを思おもうことだ。 

※葛城山＝現在の奈良県と大阪府の堺に位置する山 

【漢字本文】春楊 葛山 發雲 立座 妹念 



36363636 
斑
鳩

斑
鳩

斑
鳩

斑
鳩

いかるがのの のの     因可因可 因可
因可 よるかのの のの

池池 池池 いけのの のの     
宜宜 宜宜 よろし

く
も

し
く

も
し

く
も

し
く

も
    

君君 君君 きみをを をを 言言 言言 いは
ね

ば
は

ね
ば

は
ね

ば
は

ね
ば

    
思思 思思 おも

ひそわがする
ひそわがする
ひそわがする
ひそわがする     

    
    
    （

作
者

さくしゃ未
詳

みしょう 
巻

十
二

―
三

〇
二

〇
） 

【現代語訳】斑鳩いかるがの因可よるかの池いけのように宜よろしくも（良よいように）、

世間せけんはあなたのことをうわさしないので、何なにかと

物思ものおもいすることよ。 ※斑鳩＝現在の奈良県生駒郡斑鳩町の辺り 

【漢字本文】斑鳩之 因可乃池之 宜毛 君乎不言者 念衣吾為流 

 
37373737 わわ わわ がが がが 情情 情情 こころ    焼焼 焼焼 やくもわれなり

くもわれなり
くもわれなり
くもわれなり     愛愛 愛愛 はしきやし

しきやし
しきやし
しきやし     

君君 君君 きみにに にに 恋恋 恋恋 こふるも
ふるも
ふるも
ふるも     

わがわが わが
わが 心心 心心 かか かか

こころらら らら    
   
   
           （

作
者

さくしゃ未
詳

みしょう 
巻

十
三

―
三

二
七

一
）     

【現代語訳】私わたしの心こころを嫉妬しっとの炎ほのおで焼やくのも私わたし自身じしん。いとしい

あなたに恋こいをするのも、他ほかならぬ私わたしの心から。 

【漢字本文】我情 焼毛吾有 愛八師 君尒戀毛 我之心柄 

    
38383838 

筑筑 筑筑 つく波波 波波 は嶺嶺 嶺嶺 ねにに にに     
雪雪 雪雪 ゆきかもかも かも

かも 降降 降降 ふらるらる らる
らる     

否否 否否 いなをかも
をかも
をかも
をかも     かなしき

かなしき
かなしき
かなしき 児児 児児 ころろ ろろ がが がが

布布 布布 にの乾乾 乾乾 ほさるかも
さるかも
さるかも
さるかも     （

東
歌

あずまうた・常
陸

ひたちの国 くに 
巻

十
四

―
三

三
五

一
）     

【現代語訳】筑波山つくばやまに雪ゆきが降ふっているのかなあ。ちがうかなあ。 

いとしいあの子こが布ぬのを干ほしているのかなあ。 
※筑波嶺＝現在の茨城県の筑波山 

【漢字本文】筑波祢尒 由伎可母布良留 伊奈乎可母加奈思吉兒
呂我 尒努保佐流可母

 

    

39393939 
葛
飾

葛
飾

葛
飾

葛
飾

かづしかのの のの     真間真間 真間
真間 ままのの のの 手手 手手 児奈児奈 児奈

児奈

てこなをを をを     ま
こと

かも
ま

こと
かも

ま
こと

かも
ま

こと
かも

    わ
れに

わ
れに

わ
れに

わ
れに 寄寄 寄寄 よす

とすと
す

と
す

と
ふふ ふふ     真間真間 真間

真間 ままのの のの 手手 手手 児奈児奈 児奈
児奈

てこなをを をを     
（

東
歌

あずまうた・
下

総

しもつふさの国 くに 
巻

十
四

―
三

三
八

四
）

    

【現代語訳】伝説でんせつの美女びじょである葛飾かつしかの真間ままの手児奈てこなのことを、

本当ほんとうかなあ、私わたしと特別とくべつな関係かんけいにあるとみんながう

わさしている。あの真間ままの手児奈てこなのことを。 

※葛飾の真間＝現在の千葉県市川市真間の辺り 

【漢字本文】可都思加能 麻末能手兒奈乎 麻許登可聞 和礼尒

余須等布 麻末乃弖胡奈乎 

    
40404040 

信信 信信 しな濃濃 濃濃 のな
るなる

な
る

な
る

    千千 千千 ち曲曲 曲曲 ぐまのの のの
川川 川川 かはのの のの     

細細 細細
石石 石石

さざれしもも もも     
君君 君君 きみしし しし 踏踏 踏踏 ふみ

て
ば

み
て

ば
み

て
ば

み
て

ば
    

玉玉 玉玉 たま

とと とと
拾拾 拾拾 ひろはむはむ はむ

はむ    
   
   
   （

東
歌

あずまうた・信
濃

しなのの国 くに 
巻

十
四

―
三

四
〇

〇
）     

【現代語訳】信濃しなのにある千曲ちくま川がわの小石こいしだって、あなたが踏ふんだ石いし

ならば宝石ほうせきとして拾ひろいましょう。 
※信濃なる千曲の川＝現在の長野県を流れる千曲川 

【漢字本文】信濃奈流 知具麻能河伯能 左射礼思母 伎弥之布

美弖婆 多麻等比呂波牟 

 



41414141 
下野下野 下野
下野

しもつけの    
三三 三三 み毳毳 毳毳 かものの のの

山山 山山 やまのの のの
    
小小 小小 こ楢楢 楢楢 ならの

す
の

す
の

す
の

す
    

まま まま
妙妙 妙妙 ぐはしし しし

児児 児児 ころろ ろろ
はは はは

    誰誰 誰誰 た

がが がが 笥笥 笥笥 けかか かか 持持 持持 もたむたむ たむ
たむ（

東
歌

あずまうた・
下

野

しもつけの国 くに 
巻

十
四

―
三

四
二

四
）     

【現代語訳】下野しもつけの三毳山みかもやまにはえるナラの若木わかぎのにように美うつくし

いあの子こは、どんな夫おっとの食器しょっきを持もつのだろう。 
※下野の三毳山＝現在の栃木県の三毳山 

【漢字本文】之母都家野 美可母乃夜麻能 許奈良能須 麻具波

思兒呂波 多賀家可母多牟 

 
42424242 

安安 安安 あ達達 達達 だ太太 太太 た良良 良良 らのの のの     嶺嶺 嶺嶺 ねにに にに 臥臥 臥臥 ふすす すす 鹿鹿 鹿鹿 し猪猪 猪猪 しのの のの     あ
り

つつ
も

あ
り

つつ
も

あ
り

つつ
も

あ
り

つつ
も

    
吾吾 吾吾 あれはは はは

到到 到到 いたらら らら
むむ むむ     寝寝 寝寝 ね処処 処処 どなな なな 去去 去去 さりそね

りそね
りそね
りそね     
 （

東 あずま歌 うた・
陸

奥

みちのくの国 くに 巻十四―三四二八）     

【現代語訳】安達あだ太良たらの山やまをねぐらにする獣けものが寝ねる場ば所しょを変かえ

ないように、私わたしはいつまでも変かわらずにあなたの

もとを訪おとずれよう。あなたも寝ねる場ば所しょは変かえないで

ほしい。   ※安達太良の嶺＝現在の福島県の安達太良山 

【漢字本文】安太多良乃 祢尒布須思之能 安里都〻毛 安礼波

伊多良牟 祢度奈佐利曽祢  

 

43434343 
君君 君君 きみがが がが

行行 行行 ゆくく くく
    

海海 海海 うみ辺辺 辺辺 へのの のの
宿宿 宿宿 やどにに にに

    
霧霧 霧霧 きり立立 立立 たた

ば
た

ば
た

ば
た

ば
    
吾吾 吾吾 あがが がが

立立 立立 たちち ちち
嘆嘆 嘆嘆 なげくく くく     

息息 息息 いきとと とと 知知 知知 しりませ
りませ
りませ
りませ    

   
   
       （

作
者

未
詳

 
巻

十
五

―
三

五
八

〇
）     【現代語訳】あなたが行いく海うみ辺べの宿やどに霧きりが立たちこめたら、それは

私わたしの嘆なげきの息いきだと、思おもってください。 

【漢字本文】君之由久 海邊乃夜杼尒 奇里多〻婆 安我多知奈

氣久 伊伎等之理麻勢 

    
44444444 

天
皇

天
皇

天
皇

天
皇

すめろきのの のの     御御 御御 代代 代代 みよ栄栄 栄栄 さかえ
む

と
え

む
と

え
む

と
え

む
と     東東 東東 なな なな

あづまるる るる     
陸陸 陸陸 みち奥奥 奥奥 のく山山 山山 やまにに にに     黄黄 黄黄 く金金 金金 がね花花 花花 はな

咲咲 咲咲 さくく くく        
       
       
       （

大
伴

家
持

おおとものやかもち 
巻

十
八

―
四

〇
九

七
）    

【現代語訳】天皇てんのうの御代みよが繁栄はんえいするだろうと、東国とうごくの陸奥みちのくの山やまに

黄金おうごんの花はなが咲さくことよ。 ※陸奥山＝現在の宮城県遠田郡涌谷町一帯の山 

【漢字本文】須賣呂伎能 御代佐可延牟等 阿頭麻奈流 美知乃

久夜麻尒 金花佐久 
 

45454545 
春春 春春 はるのの のの

苑苑 苑苑 その    
紅紅 紅紅 くれなゐにほふ

にほふ
にほふ
にほふ     

桃桃 桃桃 もものの のの
花花 花花 はな    

下下 下下 した照照 照照 でるる るる
道道 道道 みちにに にに     出出 出出 いでで でで 立立 立立 た

つつ つつ 少少 少少 女女 女女 をとめ      
      
      
      （

大
伴

家
持

おおとものやかもち 
巻

十
九

―
四

一
三

九
）     

【現代語訳】春はるの苑そのに紅くれないが美うつくしく輝かがやいている。桃ももの花はなが照てら

すように咲さく下したの道みちに、立たち現あらわれる少女おとめ。 

【漢字本文】春苑 紅尒保布 桃花 下照道尒 出立■嬬 ※〔■＝女＋感〕 
    



46464646 
朝朝 朝朝 あさ床床 床床 どこにに にに     聞聞 聞聞 きけ

ばけば
け

ば
け

ば
遥遥 遥遥 はるけ

しけし
け

し
け

し
    射射 射射 い水

川
水

川
水

川
水

川

みづかは    
朝朝 朝朝 あさ漕漕 漕漕 こぎ

し
つ

つ
ぎ

し
つ

つ
ぎ

し
つ

つ
ぎ

し
つ

つ
    
歌歌 歌歌 うた

ふふ ふふ
船

人
船

人
船

人
船

人
ふなびと      

     
   
   
       （

大
伴

家
持

おおとものやかもち 
巻

十
九

―
四

一
五

〇
）     

【現代語訳】朝あさの寝ね床どこの中なかで聞きいていると、遠とおくから歌うたが聞きこえ

てくる。射い水川みずがわで朝あさに船ふねを漕こぎながら歌うたっている

船人ふなびとよ。   ※射水川＝現在の富山県を流れる小矢部川 

【漢字本文】朝床尒 聞者遙之 射水河 朝己藝思都追 唱船人 

    
47474747 

大
船

大
船

大
船

大
船

おほふねにに にに     真真 真真 ま楫楫 楫楫 かぢ繁繁 繁繁 しじ貫貫 貫貫 ぬきき きき     こ
のこの

こ
の

こ
の
吾子吾子 吾子
吾子 あこをを をを     

韓
国

韓
国

韓
国

韓
国

からくにへへ へへ 遣遣 遣遣 やるる るる     
斎斎 斎斎 いは

へへ へへ
神神 神神 かみたちたち たち

たち      
     
     
     （

光
明

皇
后

こうみょうこうごう 
巻

十
九

―
四

二
四

〇
）     

【現代語訳】大おおきな船ふねに左右さゆうの舵かじを一面いちめんに通とおして、この子こを唐とうへ

派遣はけんする。祝福しゅくふくを与あたえよ。神々かみがみよ。 ※韓国＝唐の国（現在の中国） 

【漢字本文】大舶尒 真梶繁貫 此吾子乎 韓國邊遣 伊波敝神

多智 

    
48484848 

春春 春春 はるのの のの 野野 野野 のにに にに     霞霞 霞霞 たた たた

かすみなびき
なびき
なびき
なびき     うらうら うら

うら
悲悲 悲悲 がなしし しし     このこの この

この
夕夕 夕夕 ゆふかか かか げげ げげ にに にに     

鶯鶯 鶯鶯 うぐひす鳴鳴 鳴鳴 なくもくも くも
くも       

      （
大

伴
家

持

おおとものやかもち 
巻

十
九

―
四

二
九

〇
）

    

【現代語訳】春はるの野のに霞かすみがたなびいて心こころは悲かなししみに沈しずむ。こ

の夕方ゆうがたの光ひかりの中なかにウグイスが鳴なくよ。 

【漢字本文】春野尒 霞多奈毗伎 宇良悲 許能暮影尒 鶯奈久母 
49494949 

う
ら

う
ら

に
う

ら
う

ら
に

う
ら

う
ら

に
う

ら
う

ら
に

    照照 照照 てれ
る

れ
る

れ
る

れ
る

春日春日 春日
春日 はるひにに にに

    
雲雲 雲雲 雀雀 雀雀 ひばりあ

が
り

あ
が

り
あ

が
り

あ
が

り
    情情 情情 こころ悲悲 悲悲 かなし

も
し

も
し

も
し

も
独独 独独 ひとりしおもへば

りしおもへば
りしおもへば
りしおもへば       

  （
大

伴
家

持

おおとものやかもち 
巻

十
九

―
四

二
九

二
）    

【現代語訳】うららかに照てっている春はるの日ひに、ヒバリが空そらに飛とび

あがり、心こころは悲かなしいことよ。ひとりで物思ものおもいをす

ると。 
【漢字本文】宇良宇良尒 照流春日尒 比婆理安我里 情悲毛 

比登里志於母倍婆 

 
50505050 

見見 見見 み渡渡 渡渡 わたせばせば せば
せば     

向向 向向 むかつつ つつ 峰峰 峰峰 をのの のの 上上 上上 へのの のの     
花花 花花 はなにほひ

にほひ
にほひ
にほひ     照照 照照 てりてりて りて

りて 立立 立立 たてるは
てるは
てるは
てるは     

愛愛 愛愛 はしきしき しき
しき 誰誰 誰誰 たがが がが

妻妻 妻妻 つま          
  （

大
伴

家
持

おおとものやかもち 
巻

二
十

―
四

三
九

七
）     

【現代語訳】見渡みわたすと向むかいの丘おかの上うえの花はなが輝かがやき、それに照てり

映はえて立たっているのは、愛あいすべき誰だれの妻つまだろうか。 

【漢字本文】見和多世婆 牟加都乎能倍乃 波奈尒保比 弖里氐

多弖流波 〻之伎多我都麻 

     ※『万葉集』の書き下し・漢字本文は、原則として中西進

『万葉集 全訳注原文付』（講談社文庫）に拠った。 


